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生命は細胞や分子などのバラエティに富む微小構成要素からなる集合体である。現代の生命科

学は、それら微小構成要素の機能と複雑な関係性を精密に解析することで生命現象の謎を解き明

かしてきた。従って生命科学の歴史は、「微小・微量の試料をいかにして計測するか」を追求し続

けてきた歴史であるといっても過言ではない。観察技術や計測技術の進歩によって、分子レベル

から生物個体レベルまで、既に人類は生命現象をくまなく観測し尽くし、もはや生命に未踏の地

など存在しないかの様にさえ思えてくる。ところが、未だ我々が観測できるのは生命のごく一部

であり、その大部分は生命科学者が観測したいと思っても叶わない手つかずの地のままである。

たとえば、細胞内現象を定量的に扱うためには、ナノレベルで多様なパラメータを定量計測する

技術が必要となってくるが、細胞の中で起こる現象をどうすれば定量的に扱えるかについては、

生命科学において長年積み残されてきた大きな課題である。近年、この様な微小・微量の計測技

術として、ナノダイヤモンド中の NV センターを用いた量子センサー技術が注目を集めている。

本講演ではナノサイズの量子センサー用いた高感度のバイオセンシング技術を紹介するとともに、

その研究開発の展望を示す。 
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